
． とめ�

高経年集合住宅の高齢居住者が集合住宅 におけるコ

ミュニティの形成だけでなく、近 住民も含めたコミュ

ニティの を形成するため、ボランティア組織を組織し

ている、O を対 とした の 、以下のことが

明らかになった。 
１ の �

� 「 れあい」は、集合住宅の居住者だけでなく周

辺地域の交流の として している。 用者は高齢者

が多く、 ー ーが多い。 コミで 用者が広がって

おり、一定 のニーズが確 された。しかし、コミュニ

ティの交流の として しているためか、 用 度

年代にかかわらず、 に が大きい。

に 運営に わることが期 される 50代以下と 60代
は が大きく、 に をしている が多いため、

の では 用できず に る が多いと えら

れる 50代以下よりも、 的 間に があると え

られる 60代の への対策が必要である。 
住 の に対する �

� 「 れあい」の 用者は、運営への 意識が

られることから、 用者の を行 ことが の

運営を 確 のためには必要である。 ・

間・ 度の 度 自 意 から、 はしているも

のの 用をしていない、 しくは ない を取り込む

ために 行っている年 2 の をより有効に

用していくことが求められる。また、運営に 意思

がある は、すでに しているとみられる。 
住 の に対する �

� を していても活動 よりも 方法を ら

ないとい から、 が ないのも ける。ニ

ーズがないわけではないが、 の 域に するため、

の 対策も必要であり、 方法の明確化 体

の なども必要である。また、 ではあるが、60代
に運営 意 がみられ、 工夫 で活性化してい

く 性がある。 
． の課題�

集合住宅 に まらず、周辺地域も含んだコミュニテ

ィを形成し ある「 れあいクラ 」を 発 させ

るためには、運営方法の 、活動の広 活動、 た

な の確 が必要である。 
）運営方法の は、発 の だけの から、

年に 2 の の に変 、 しい ニューの導入

など 行っている を き続き行 。 

）活動の広 は、「 れあい」で コミの有効性が

確 されたので、「 ート れあい」においても り合

いから活動を広 ていくことが有効であると えられる。 
）「 ート れあい」は の 域に み込むことも

あるため、 用の ド 、 用の確 が必要

で、 の体制の整備が重要である。 
４） たな の確 は、活動の体 活動を行ってい

る との交流により 進される。発 の で まる

ことにより、 定化された ー が き、 たな

が しにくくなる。これを ために までにない

ントを り込みながら、 たな ながりを持 ことが

必要である。また、どの様な ントが効 的なのかも

の必要がある。 
「 れあいクラ 」の活動 ントを して、多様

な世代に多様な活動を発 し、運営組織に たな と

活動 の多様さが まれる 性を することが、

運営組織の 化に ながる。 して、高経年集合住宅

居住者の たなコミュニティの形成を 築していくこ

とに ながると える。 
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） 

� 本研究は、 ・研究に 戸 さん、 野 さん（ 近畿大学 4年
）の を ました。 の に対し、O の「 れあいクラ 」の

様には長 間の の を きました を く し上 ます。また、

O 居住者、「 れあい」 用者の 様にも を きました。ここに

の意を します。 
 
） 
）大 にある、 らない方同士、こども、高齢者、 がい者な

ど様々な方の交流の ・ いの として、地域の により運営されている

地域交流の 。 
）2013年 3 で、 で 2周年を ている。 
）コミュニティとは、「共同体」 「地域 」を意 するが、ここでは

を交わす 度の い交流も含めた交流の で交流を行っている集

とする。 
 
文 ） 

）藤本佳子：マンションコミュニティ活性化の手法に関する 研究 : 「
れあいクラ 」を にして , 本マンション学  (51),pp. 101-104, 
2015.4 
）藤本佳子：「 れあいクラ 」 としたマンションコミュニティ活性化

の 研究, 本建築学 学 講 集 2015,pp. 309-310, 2015.09 
）佐野こずえ�藤本佳子：マンションコミュニティの誘発を目的とした組織

の運営課題に関する研究 2 の「 れあいクラ 」を対 として � 本

マンション学  (54),pp. 128-132, 2016.4 
４）岡崎 子,上 一 ： 地型集合住宅のストック活用に関する研究 の５

居住者交流活動によるコミュニティ意識の変 に いて, 本建築学 学

講 集 2014,pp. 1239-1240, 2014.09 
５）村田明子, 田 ,田 , 明 , ：分譲マンションにおける

管理組合と自 の関係 分譲マンションにおけるコミュニティ組織に関す

る研究 の 1 , 本建築学 学 講 集 2013,pp. 1457-1458, 2013.08 
６）浅沼 , 里子, 田 子, 子：大 分譲集合住宅におけるコ

ミュニティ形成 に関する研究� の ����入居 �年におけるコミュニテ

ィ活動の運営組織の推移, 本建築学 学 講 集 2009,pp. 87-88, 
2009.08�

１  研究の背景と目的 

1.1 研究の と目的 

わが国では、1970 年 に ー ーが出現した 、

1977 年に日本 DIY 会（現在の一 社団 日本ド

・ ット・ ア ルフ 会）が組 され DIY

（Do-It-Yourself）の 及に取り組 できた。 年、その

DIY の対 が 住宅 にまで広がりつつある。 え

UR 構は、 の原状 復 を し、プ

ラ ニ や施工期間として 3 の家 を にする

「DIY 住宅」の提供を めた。また 2016 年 4 には、

国土交通省が ド ック「DIY のすすめ」を

公 し、 の を した住宅 を行うことがで

きる DIY の 進を っている １。さらに

DIY は テ ア の から な住宅 フ

ー まで が広がっている現状もある １。 

このような DIY の 大の動きと平行して、多 な 築

関連事 者が り体 会な DIY に関わる な

トを したり、 工 な の事 を してお

り、一 の が DIY に関する を入 したり技術や

を学 会は していると える う。また、DIY

という には自 という 合いが まれるもの

の、特に な住宅 フ ー まで発 すると に

よる 適 な工事が重大な事故を 発する 能性がある

ため、DIY に関する しい や技術を学 ことの重要

性は している。また、DIY に関心を 実 しようと

した でさえも 所の や工 の 備、施工技術

な 多くの を えていることが予想され、DIY を適

に 進するためには、DIY を実 する （以下、DIY

実施者）に対して適 な支援が められる。 

そこで本研究では、DIY の適 な 進、 及に けた

多 な 体によるサ ート（以下、サ ート ２）のあり

方を するため、 築関連事 者によるサ ートの実

施状 とそのサ ートを する者 ３の DIY に対する

を明らかにすることを目的とする。 

DIY 者 と 
の 者の意 研究 

 

Study on the Support for DIY by Architectural organization and 

Consciousness of Those who Receive the Support for Promoting DIY 

 

○ １， ２， ３, ４

ITAMI Koji, NAGAI Asami, YOKOTA Takashi, IIDA Tadasu 

 

This study aims at clarifying the contents of support for DIY by architectural organizations and the 

consciousness to DIY of the people who receive the support. By the result, the role of support towards the 

adequate promotion and popularization of DIY is examined. The results of this study are as follows ;  

1) Various architectural organizations' support have an effect in improvement in the capacity for work of 

DIYer, or acquisition of knowledge. 

2) The needs of DIYer and support are not in agreement. 

3) Even if interested in DIY, capacity for work may not follow. 

4) DIYer is holding various anxiety. 
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1.2 DIY に関する既往研究 
DIY の 及や定着に け、DIY 実施者に対して技術支

援な を行っている ー ーを対 として、その

ー ーが う や 能性を示した研究として

による研究 ２、 らの研究 ３がある。また、 年

しつつあるURや公的 合住宅におけるDIYを

対 として DIY 実施者の について を行った福

地ら ４、 ら ５、 川ら の研究な もある。 
本研究では、技術等のサ ートの提供者として ー

ー けではなく 年 多く見られるようになった

築関連事 者も対 としてサ ートの実施状 を明ら

かにする点、また、 住宅の DIY 実施者に 定せ 、

サ ートの 者を対 とする点を特徴とする。 
２  研究の と方法 
2.1 築関連事 者によるサ ート 

DIY 関連の トの 、 所や工 の 出な

、サ ートを実施している関 の 築関連事 者を

ー ージから する。それらの事 者による 体的

なサ ートの内 や DIY 進に対する を明らかに

するために、事 者に対して き取り を行う。その

、13 事 者が抽出でき、7 事 者から き取り

の 力を ることができた。事 者一 を 1 に示す。

き取り 目は、(1)サ ートの内 、(2)事 所の

要事 とサ ートの関係、(3)サ ートで重要 すること

と課題、の 3 点である。 
2.2 サ ートを した の DIY に対する  

き取り への 力が られた 7 事 者に対して、

しているサ ートの 者への き取り を

し、5 事 者から 力の を ることができた。その

、25 のサ ートの 者に対して、ア ケート

と、3 4 の ループ ビューを行うことができ

た。 対 者一 を 2 に示す。ア ケート の

目は、(1)サ ートを受ける の と技術力、

(2)DIY を行うにあたって重要 することや 、(3)住
宅の所有形態や家族構成な の 性、の 3 点であり、

式の設問のみとする。 ループ ビューにおい

て、ア ケート の に(1)、(2)について に

ビューを行う。 
 者の意  

3.1 サ ートを実施する 築関連事 者 
1 によると、サ ートは、 ー ー けでな

く、施工を 要事 とする工 、家 や内 の

を 要事 とする事 者な 、 な の事 者が取

り組 でいることがわかる。 

1 のサ ートを ている 関連事業者 

1 関連事業者が実施している サ ートの 業場 
 務  木   ー ンター  

 
内容 時 発 ２ 連続 ２ サ ート

開 年月
対象者 調査 時

務 施 木 S ト、 の

務 施 木 S ト、 の

務 リ ー 施 木 S ト、 の 2015.4 取 2015 8 3 月 14 00～16：00

務 リ ー 施 木 S ト、 の 1995.7 者 2015 8 28 18：00～19：00

内 内 、施 り S ト、 り

木 １ 木 木 、木 S ト、 り 2015.1 総括 者 2015 7 30 木 13 00～17：00

木 １ 木 木 、木 S ト、 り 2015.5 取 2015 8 5 14 00～15：00

計事務所 計 木 S 住宅の修 、 修

木 、 S ト、 の 、 り 2014.4 営企画 2015 8 27 木 15：00～18：00

り S 2011 取 2015 12 2 15：30～17：00

ー ンター 、住宅関連の 業場、 の提供

ー ンター 、住宅関連の 業場、 の提供 ア 2016 1 6 14 00～15：00

ー ンター 、住宅関連の 業場、 の提供

１ 木 が 要事業で る企業のグ ー 会社の として木 を 営している

２）「 発」とは1 で完結するイベントを指し、「連続」とは 数 の企画に連続して 加する とを 提にし イベントを指す。

事業者 要事業

サ ートの内容 き取り調査概要
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3.2 サ ート内 と目的 
 実施しているサ ート内

とその目的を 3 に、サ

ートの とサ ートの

や い を 4 にまと

める。サ ート内 （ 3）
の は １を

に DIY の難 度 に 成

し、 の という比

的 な内 から難 度の

高い内 の取り けまでに

している。また、提供

するサ ート（ 4）は、

トや 、 所

の 出な のサ ートを通

じて提供しているサービス

を 9 目に する ４。 
2 工 では、会 を

対 としたサ ートおよび

連 コースを中心としたサ

ートを実施している。こ

れは、 工 以外の事

者の多くは「もの くりへ

の興 のきっかけ くり」

な 動 けが目的になっ

ているのに対して、

が 要事 の事 所が実

施する 2 工 は、い

れも「 への な

や 」を目的の とつ

として ており、 に

ついての学 や を目的

としているため、 発

トよりも連 した が

適しているためと えられ

る。また、2 工 のサ

ート内 は、「 」と「家

」に特化しており、住宅

本体への DIY サ ートは

行っていない。7 事 者に

よる住宅本体への DIY サ

ートは、 の り替え、

り替えや り けの の

2 調査対象の サ ートと利 者 

 
年 職業

住宅

形態

所

形態

復

務
１

50 職 職者 同

40 職 同

30 職 同

30 職 戸 て

30 自 業 戸 て 上

40 業 同

40 自営業 同

20 業 同

50 業 戸 て

60 業 戸 て 上

40 業 戸 て

30 業 上

60 職 職者 戸 て 上

N 60 職 職者 戸 て 上

O 50 公務員 同

P 30 事務職 戸 て

30 職 同

30 職 同

S 40 自営業 同 上

30 職 同

30 職 同

20 生 同 上

30 職 同

40 職 同 上

40 大 員 戸 て 上

1 本人の に る。「 」： 復 務 り 「 」： 復 務 し 「 」：

2 動 イバー等の 上 大 動

2015.12.2
3

2015.12.2

7

木
木

り

調査

2015.11.1

7

2015.11.2

5

2015.12.1

0 木

2015.12.1
2 土

2015.12.1
9 土

・ 入し で

、加

・ 動 イバー、 等
・営業時 内の自 利

内容

住宅

力
２

務

イ

ベ

ン
ト

木

S
務

・ ン

・ 動 イバー
・ 発

・ ー

・ 動 イバー、木 、
・ 発

・ 自の自
（ からテー で

）

・ 動 イバー、 、 、
、 等

・3 しくは9 の連続

コース

・特定 を り

体

・
・ 発

呎ン
タ
呎

業場

所利

事業者

者

3 関連事業者が実施しているサ ート内容 

 
・

の
制

の
リ

イ

・

す

の

の
制

の

り

・

呎

リ
ン
グ
の

り

の

・

の
追
加

の

取
り 吚

デ

吚

の

内

の
取
り

務

信 関係の
住み の への興 のき か づくり

 と 施 の 度 への
の活 の場の提供

地域交流の場の提供

体 の 、 の
向 の ー を に1

程度開催する。 として 発コー
スで る。

務
信 関係の
インテリアへの興 のき か づくり

に対する

月に数 、 向 の 発の ー
を開催する。

木
「木」を のづくりの定

の木 への
業への

向 の、木 トを
（ 発コース）から、会員向 の

を目 とし 連続コース
で6コース る。

木
「木」を のづくりの定
木 への
木 の 力に対する

向 の ー （ 発コー
ス）から、会員向 の自 に する
連続コース で6コース る。

のづくり の定
体 の場の提供

の から木 、 、 ーデニ
ング 、 、 発の ー

を開催する。

インテリアへの興 のき か づくり
特定の の

月に1 、 向 の の ー
を開催する。

ー ンター のづくりへの興 のき か づくり

で 入し の加 （
出 ）ができる 業場所を 内に
置している。 向 に 出（

） る。

：サ ートで 業内容 ：サ ートで わ い 業内容

実施している
サ ート内容

事業者
サ ート実施の目

（ イベント の開催目
業場所 の提供目 ）

・ 業場所の提供と の 出
・ ア バイザーに る

・ 住宅

4 サ ートの とサ ートの い  

 
の
情
報
提
供

デ
ザ
イ
ン
の
情
報
提
供

の
情
報
提
供

の
指
導

施

法
の
指
導

業
場
所
の
提
供

保

場
所
の
提
供

相
談

の

出
し

務 社員 （職人3人、 ン ー6人）

務 社 の大 、 リエイター

木
社員 （職業 力開発 の木 を 業し 、
木 の指導員 者 ）

職 に り、住宅は対象

木 社員 （ の を 業し ） 職 に り、住宅は対象

員、社 の リエイター （開催 は、 員：社
１：２）

員は ー ーの を受

社員
士の資 を する 、住宅に

関する相談が

ー ンター 員
員３名が ア バイザーの資

を する

：サ ートで提供している ：サ ートで提供してい い

らの 力事業者

提供するサ ート

サ ートの 、 い
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にと まり、フロー の り替えや ッド ッ

キの 等は行われていない。 
提供するサ ートとして、 の 提供、施工方

の 提供、 はすべての事 者が提供しているとし

ている一方、 の は工 C のみが提供して

いる。 や工 の一定期間以上の 所は 2 工

のみが提供しているが、これは会 けのサービスで

ある。 
サ ート実施の目的については、DIY の体 を通して

「興 のきっかけ くり」もしくは「 に対する

な を つこと」につながることを期 しているこ

とは 7 事 者に共通しており、さらに一部の事 者は受

や の 入につながることも期 している。 
 サ ートの や い を見ると（ 4）、社外の大工

やク ー ーを いているのは、工 D と I
である。い れも 発のワーク ップである。 発の

ワーク ップであっても、定期的に な内 のワー

ク ップが され、特定の技術や に特化し

ないことは、サ ートの 者にとっては DIY の関心を

広 るよい 会であると えられる。一方で、 発かつ

社外の であれ 、 関係を築き に DIY の

をするような関係になりにくい 能性がある。また、2
工 は、 工の 的な技術を有する社 が を

めているが、その 能により、住宅に関わるサ ート

は対 外となる。一方で、家 J では、 要事 は家

や テ ア の であるが、 りワーク

ップを し、社 が 築士の を有することから住

宅に関する にも対応できる。工 C では、 と

プラ ーがワーク ップを し、ワーク ップ

も の から り けの の や 官体 な

広く している。このような 広い DIY サ ートは、

者の関心事の を広 うる と えられる。 
3.3 サ ート実施の に重要 していること 
サ ート実施の に重要 していることについては、

以下の 3 に される。 
(1) ( )の を すること 

の現状と の等 や について してもら

うと同 に、 工で われている技術力の高さを し

てもらうことで、DIY サ ートの 者に対し 工 に

対して な を ってもらいたいと えている。

2 工 が する。 
(2) 交 により 関係を構築すること 
指 者(社 )とサ ートの 者の交 により事 者

として 関係を築くことで 事につな る、またはサ

ートの 者同士の交 によって地域交 の として

活性化 ５していくことを えている。工 C、 工

F、家 M、 ー ーJ が する。 
(3) な工 の い方を すること 

DIY が広まるにつれ、一 の も の工 を

う 会が えると えられるが、これらの工 は

や大きな事故に がる れがあるため、 な工 の

い方を広めなけれ ならないと えている。工 D、

L が する。 
以上のように事 者の立 によって重要 することは

異なっている。 
3.4 築関連事 者からみたサ ートの課題 

DIY 進のためのサ ートにおける課題を、 5 にま

とめる。技術レ ルが である 者のニー 、サ

ートの目的、サ ート内 の合 な が課題として

られている。また、 ー ーL からは、 内

によって が必要であることを DIY 実施者が らな

いことへの が指摘されており、この点については、

適 な DIY 進のためには しい の が かせ

ないことを ける指摘といえる。 
. DIY 者の DIY 意  

4.1 DIY サ ート 者の 性 
 2 のサ ートの 者 性をみると、 工 やワ

ーク ップは 21 中 性が 16 （76.2 ）を め

る一方、 ー ーの 所は 4 中 性は 1 
のみであることがわかる。事 者への き取り から

も、 トへの は 性が多く、 所の は

性が多い がある。 
4.2 DIY サ ート 者の と 実施能力 

DIY サ ートを した の DIY に関する の

の 、そして 築関連事 者によるサ ートの

の DIY 実施者の と能力を明らかにすること

5 関連事業者からみ サ ートの  

事業者 の内容

実施に興 を て ら の ー
の内容

サ ート内容

人を る を 報
Sの 加者の ベ に わ Sの

提案と指導 法
サ ート内容

の の 法と 法 報
本全 で 質の S 指導を実施す

る 法の
サ ート内容

木 の生 を る の 定と
営 の 保

営

木  木 の を る 法の サ ート内容

 
実施者が に 上の 業に する

のサ ートの
サ ート内容

の は が、 に る ので
は い

報

ー ンター 
資 を い人が でできる 業
に いて が している

実施者の

務  

務  

木  
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で、 築関連事 者によるサ ートの、DIY サ ートの

者にとっての効 を する。 
 DIY サ ートの 者の DIY に関する を 1
に示す。 体的に Web サ トからの を多く、 いて、

家族・ や WS・ という「 」を介した

も多いことがわかる。た し、 ー ーの

所を した は、Web サ トと のみであった。 
いて、 １を にした DIY の難 度 の

内 について「DIY で施工 能な 内 と って

いる」という状態を「 あり」、「実 に自 で施工が

できる」という状態を「 実施能力あり」とし、サ

ートの の や能力の 化をた た。その

を 2 に示す。 はあるが、 実施能力までは

らない 内 が多いこと、サ ートを通して や

実施能力が 体的に していることがわかる。 ッ

ド ッキの や内 の取り け等サ ートの内 や

所での助 に関係しない 内 において や

実施能力が しているが、これは の 者との

交 や ト等での指 や 明な から、自 をつ

けている 能性がある。一方で、 の を伴う

の取替え、 平の が められるフロー

の り替えや ッド ッキの については 実施能

力がある は と いなかった。 

に、サ ート の技術力のレ ルや した

トの にみた、 たに した や 実施

能力を 6 に示す。サ ート の技術力が中 の

はサ ート によって を た が多いが、上 の

は 実施能力を た が多い。これは、上 の は

的な 実施能力が備わっており、わ かな で

も 内 や工程を ージしやすいためと えられる。

一方、 者はサ ート によって たに た や

実施能力はわ かである。これは、事 者からみた

サ ートの課題（3.4）でも指摘された、技術レ ルが

である 者のニー に対応したワーク ップの難し

さとも関連していると えられる。また、 トの

にみると、 工 に した は多くの や

実施能力を ていることがわかる。これは 工 が

連 した であることが要 として えられる。 

6 サ ート利 に る「 」 「 業実施 力」の  

 
サ ート利 の

力
加し

イベントの
サ ート利 の

力
加し

イベントの

上
木

S
木 り

S
上

木
S

木 り
S

3人 12人 6人 9人 7人 5人 3人 12人 6人 9人 7人 5人

・ の制 1 1 1 1 2 0 3 3 0 3 3 1 5 0 6 6

のリ イ 0 4 0 2 1 1 4 0 2 2 1 3 0 4

・ す の 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1

の制 1 2 1 2 2 0 4 1 4 4 2 7 0 9

の ・ 0 1 0 0 0 1 1 0 2 2 0 1 3 4

ーリングの 1 3 0 2 1 1 4 0 0 1 1 0 0 1

の ・ の追加 0 0 1 0 1 0 1 0 1 2 0 3 0 3

の取り 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

デ の 0 1 1 0 2 0 2 0 0 1 1 0 0 1

内 の取り 0 1 1 1 1 0 2 0 0 2 1 1 0 2

3 14 5 8 11 3 1 12 18 7 21 3

発 連続 発 発 連続 発

21人

14

11

31

サ ート利 に て「 業実施 力」を 業サ ート利 に て「 」を 業

計[ 人数] 22

備

計[人]

21人

・
8

住宅 11

計[人]
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内 の取り け

ッド ッキの
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けの ・ の

フロー の 替え

の ・ 替え

家 の

子・ すまの 替え

家 の ク

・ の
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サ ートの利

・ の

の

・ の

の

の ・

の

の ・
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の

の

25 20 15 10 5 0 0         5        10      15     20 25
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4.3 目的と DIY 実施の に重要 するもの 
サ ートを する目的と DIY 実施の に重要 す

ることを比 することで、サ ートの 者がサ ート

に めるニー について する。サ ートを する

目的と DIY 実施の に重要 すること ４の比 を 3
に示す。 3 によると、「 の 提供」以外の 目

は、DIY を実施する に重要 するが、サ ートの

目的にはなっていない。つまり、サ ートの 者は、

DIY を実施するにあたって あるいは 、

の を重要 しているが、DIY トな のサ ー

トがそれらを することができるとは必 しも し

ていないことが み取れ、DIY 実施者のニー とサ ー

トが一 していない 能性がある。 
3.2 で べた事 者が提供しているサ ートと比 す

ると、事 者が提供していると し、かつ 者は

DIY を実施する に重要 と っている や

の は、サ ートの 目的にはなっていないこと

ら、提供 と のサ ートに対する に れがあ

ることがわかる。 

4.4 関心のある 内  
現住宅の原状 復 の有 にみたサ ート 者

の関心のある 内 を 4 に示す。原状 復 のあ

る住宅に住 サ ートの 者も、住宅の ・ に

関わる 内 に関心を っていることがわかる。 
性 にみた DIY の 内 に対する関心と 実

施能力の有 を 7 に示す。DIY には 内 の難 度

によってレ ルがあるものの、 対 が 工 や

り WS の 者であったこともあり、 、家 、

の 替えに対する関心および 実施能力が高くなって

いる。また、関心があるものの 実施能力がない

（ 2）が、フロー の 替えでは 32.0 、 の

替え・ 替えでは 28.0 な 、住宅 体で 24.7 あり、

関心はあるが、 実施能力を するまで っていな

い が一定 あることがわかる。 
4.5 DIY に対する  

DIY に対する を 8 に示す。 発の 工 WS
者からは、 、家 ・ の において、工 の

い方、 や施工方 の な 多くの が

の

の

の

方法の

の

の 報

の 報

の 報

目的 の

3 サ ートの利 目 と 要 する の

（N 25）

4 現住宅の 復 務の にみ 関 の る 業内容 N 25

 
0 5 10 15 20 25

・ の制

のリ イ

・ す の

の制

の ・

ーリングの

の ・ の追加

の取り

デ の

内 の取り

・
住

宅

数 人

り し

7 関 の る 業内容と 業実施 力 

 
O P S N 1 2 3

・ の制 36.0 12.0 52.0
のリ イ 64.0 16.0 20.0
・ す の 76.0 8.0 16.0
の制 56.0 4.0 40.0

の ・ 40.0 28.0 32.0
ーリングの 64.0 32.0 4.0

の ・ の追加 64.0 20.0 16.0
の取り 76.0 24.0 0.0

デ の 76.0 20.0 4.0
内 の取り 68.0 24.0 8.0

・・・ １ 関 が い

・・・ 2 関 は るが 業実施 力は い

・・・ 3 関 が り 業実施 力 る

住宅

内容

復 務 り 復 務 し

・
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られたが、連 の 工 では と かれなかっ

た。 との関係や連 した学 により、 が し

ていると えられる。一方で、 の は

工 けでなく りWSや 所 でも と

して られていることから、DIY を 進する上で

になっている 能性がある。同 の が、住宅の ・

で られている「 の 」である。 等とは

異なり、 においても生活の への においても

大きくなる や 、 り け な 住宅の や に

関わる DIY では、自 で施工することに を える

を えて を め るを 、 として られて

いる。 
と  

本研究により明らかになった 築関連 7 事 者による

DIY サ ートの実施状 と DIY 進に けた 、お

よびそのサ ート 者の DIY に対する を以下に

まとめる。 
5.1 サ ートを実施する 築関連事 者の  
(1)  工 や 、家 な な 築関連事 者が

要事 の 性に合わせて DIY のサ ートに取り

組 でいる。 
(2)  サ ートの内 は 事 者の実施目的や の 能

によって異なり、 から住宅 まで DIY の

を するサ ートはない。 
(3)  や施工方 の 提供、 はすべての事 者が

提供しているが、 の 提供は ない。 
(4)  サ ートの な目的は、住宅等への興 のきっかけ

くりと に対する な を つことである。 
(5)  サ ートで重要 していることは、 の への

、交 による 関係の構築、工 の な 方

の の 3 点である。 
(6)  サ ートの課題として、技術レ ルが である

者のニー 、サ ートの目的、サ ート内 の合 が

られ、内 を 中である事 者が多い。 
(7)  DIY 進の課題として、DIY 実施者の 要 に対

する が指摘された。 
5.2 DIY サ ート 者の DIY に対する  
(1)  DIY トへの は 性の方が多く、 所

の は 性が多い がある。 
(2)  サ ートを することにより、サ ートとは関係が

ない DIY の や 実施能力も している。 
(3)  サ ートの 者は、DIY を実施するにあたって

あるいは 、 の を重要 しているが、

DIY トな のサ ートによりそれらを で

きるとは必 しも しておら 、DIY 実施者のニ

ー とサ ートが一 していない 能性がある。 
(4)  事 者が提供していると している や

の 提供は、 者が DIY を実施する に重要

と えているものの、サ ートを する目的には

なっていないことから、提供 と のサ ートに

対する に れがある。 
(5)  原状 復 のある 住宅に住 サ ートの

者も、住宅の ・ に関わる 内 に関心を

っている。 
(6)  フロー の 替え、 の 替え・ 替えは、関心

はあるが 実施能力を するまで っていない

が 30 いる。 
(7)  連 のサ ートでは、多くの や 実施能力を

ることができ、DIY 実施にあたっての が

されている。 
(8)  「 の 」「 の 」が DIY 実施にあ

たっての として多く られている。 
以上の研究 から、 な 築関連事 者が DIY に

関わるサ ートを実施しており、そのサ ートを す

る DIY 実施者の 実施能力の 上や の には

一定の効 があることが明らかになった。一方で、DIY
実施者のニー とサ ートの 一 や、提供 と

のサ ートに対する の れの 能性があること、

DIY の に関心があっても 実施能力が伴わない

こともあること、サ ートの 者であってもいま

な を えていることも明らかになった。 
、DIY の適 な 進、 及に け、以下のような

取り組みが必要であると えられる。 

8 サ ートの利 者が ている  
、 ・ の 住宅の修 ・ 修

 木 S

の い 3名
の 3名

施 法の 3名
質の 保 2名

2名
業場所の 保 1名

保 場所の 保 1名
相談相 の 1名

業時 1名

施 法の 5名
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相談相 の 2名

業時 2名
業場所の 保 1名

保 場所の 保 1名
協力者の 1名

 木

デザインの 4名 施 法の 4名
業時 2名
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協力者の 1名
質の 保 1名

り S
質の 保 2名
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(1) の DIY の 内 を学 するサ ートの充実 
(2) や に関する 提供の充実 
(3) DIY アドバ ー等の 者の充実  
(4) DIY で施工できる 内 あるいは の周  

 
 

1) 2014 年 3 、国土交通省は 住宅の 通の 進策の一つと

して が を行わ 現状のまま し が自 で や

DIY を行う DIY を めた ドラ を公

した。その 、その DIY を一 的に活 するための

え方と取り組み を整 し、2016 年 4 、「DIY に関

する 式 」と、DIY の活 にあたっての ド

ック「DIY のすすめ」を 成し、公 した。 
2) 本研究で扱うサ ートとは、 の 、 の体 、技術の

のみなら 、第 者からの助 や、工 の し出し、 所

の し出しな 、DIY を実 するにあたって受けるサービス

を ものとする。 
3) DIY に対して、関心を示さない から積 的に実 する まで

である。DIY を適 に 進するためには、DIY に対して関心

を ってもらうことや、DIY に一定以上の関心を示した が し

い や技術を することな 、 な施策が必要になる。本

研究では 者を対 とし、 な DIY に関するサ ートを自らの

で した を対 とする。 
4) サ ートの は、 1、2、6 における 目を し、

定した。 
5) 2 工 は、い れも を とする地域にあるため、

興も た地域交 の としての いがある。 
6) え ら の研究によると、 ルフ・ ー が 能

な 共同住宅では 体（ 介 者や所有者）に を

行う必要があることが多いと示されており、 年広がりを見せつ

つある DIY 住宅ではこれら 介 者や所有者が DIY 実施

者にとって 者になる 能性がある。このような方 による

者の も一つのサ ートの形として えられる。 
 

 

1) ー ・ジャー ル, 社・ ハ ジ , vol.3, 
2014.3.30 

2) 子：住宅に関する「DIY」 及のために必要な「 ー

ー」の 能, 日本 築学会 , 第540 , pp.251-258, 
2001.2 

3) , 方 博, 上 , ：DIY と ー ーの

関係(設 状 と取り扱い ) 住宅 ・ における ー ー

支援のあり方に関する研究 その 1 , 日本 築学会 支部研究

, 第 46 , pp.129-136, 2007.3 
4) 福地 洋, 川 , , 原 介, 土 ：住みこなしに

着目した 合住宅居住者の DIY ニー , 日本 築学会大会学

術 ( ) , pp.1261-1262, 2014.9 
5) , 上 ：UR 住宅における DIY の現状 住まい

による住 間の に関する研究, 日本 築学会 支部研究 , 
第 53 , pp.197-198, 2014.3 

6) 川 , , 土 ： 川団地の住戸 実 における

ト 者の DIY - 地 の公的住宅団地の再生に関す

る研究 その 5-, 日本 築学会学術 ( ), 
pp.1263-1264, 2014.9 

7) 一 , , ：住み からみた ルフ・

ー の特性と有効性: 共同住宅における ルフ・ ー

の  その１, 日本 築学会 , 第 720 , 
pp.259-269, 2016.2 

8) トステ 興 団： ー ーによる 通に関す

る研究, 2008.3 
 

 

き取り に く応じてく さった事 者の 、ア ケート

と ビューに 力いた きました DIY サ ートの 者の

に く し上 ます。 
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